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人口と世帯 

10月31日現在 （）内は前回比、男24,010 (  + 5） 女26,695(-13） 計50,705(-8） 世帯18,371(+15)  

晩秋の津軽路を走る国内唯一の貨車 
『留レや包こ勿ー昌JMり』 

~―照香「A年製争廻津鉄生ン

一貨嘱穿車体の中リどに観斉り

黛薄吾S独特のスタイルで、 
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ちかねた、岸由一郎さん “ 

（東原都在住） 

鈴虫列車やス トーブ列車などで知られる津軽鉄道（三和満社長） 
の五所川原～中里間、全線開業七十周年を記念した 「津鉄きしゃ
っこ力ーニバル」 が1 0月28日と29日の両日開催されました。 
初日は、国内では唯一現役車両の観音開き式無蓋（力gい）貨車

トム 1 形とタンク貨車タム 5 0 0 形をけん弓~したテごィーゼル機関
車が五所川原～津軽飯詰間を往復しました。 沿道では全国から集
まった鉄道ファンが、三脚に力メラを取り付け今や遅しと待ち構
え、警笛を鳴らして列車が3丘づくと一斉に力メラのシャッターを 
f刀ってし、ました。 また、昔なつかしい通学列車3重行や鉄道の模型
展示、鉄道部品の販売なども行われ、多くの鉄道ファンでにぎわ
し、ました。 

このイベントを企画した交通博物館に

勤務する 「ふるさと鉄道保存協会」副会

長の岸由一郎さん（28）は、「歴史的にも貴

重な貨車を走らせることでまちの活性化

につながるとともに津軽鉄道のすばらし

さを全国の鉄道フアンに知ってもらいた

かった」とその意図を語ってくれました。 
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メールアドレス goshogawaraOl@net.pref.aomori.jp  



文化褒賞に小田桐・斎藤・高橋・寺田氏
市褒賞に一戸・木村・中井・中谷氏 

麗のため今後と 
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十
一
月
三
日
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト

五
所
川
原
に
お
い
て
平
成
十
二
年
度
五

所
川
原
市
文
化
褒
賞
・
市
褒
賞
並
び
に

内
助
功
労
章
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
成
田

市
長
は
じ
め
、
同
推
薦
委
員
、
来
賓
な

ど
が
出
席
し
、
文
化
褒
賞
四
人
、
市
褒

賞
四
人
、
内
助
功
労
章
七
人
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
 

同
賞
は
、
永
年
に
わ
た
り
教
育
、
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
発
展
に
優
れ

た
功
績
の
あ
っ
た
方
々
、
市
政
の
発
展

に
著
し
く
功
績
を
残
さ
れ
た
方
々
、
公

共
の
福
祉
増
進
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ

た
方
々
、
徳
行
が
優
れ
広
く
市
民
の
模

範
と
な
る
方
々
を
表
彰
す
る
も
の
で
昭

和
四
十
七
年
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
。
 

式
で
は
、
成
田
市
長
が
受
賞
者
一
人

ひ
と
り
に
褒
状
、
褒
章
な
ど
を
贈
っ
た

後
、
 
「市
勢
進
展
の
た
め
今
後
と
も
一

層
の
ご
活
躍
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
式

辞
を
述
べ
功
績
を
称
え
ま
し
た
。
 

ま
た
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
小
田
桐

一
雄
さ
ん
が
「
身
に
あ
ま
る
光
栄
で
す
。
 

こ
の
受
賞
を
糧
に
地
域
発
展
に
努
力
し

ま
す
。
」
と
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。
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初
等
中
等
教
育
と
市
の
 

教
育
振
興
等
に
貢
献
 

小
田

桐
 
一

雄
氏
 

（
七
八歳
）
元
町
 

3
9年
の
永
き
に
わ
た
り
、
初
等
中
等

教
育
の
進
行
に
寄
与
し
、
多
く
の
前
途

有
為
な
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
 

市
社
会
教
育
委
員
、
市
福
祉
事
務
所
家

庭
相
談
員
、
土
地
区
画
整
理
事
業
審
議

会
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
卓
越
し
た
指

導
力
を
発
揮
し
当
市
の
教
育
振
興
等
に

貢
献
さ
れ
た
。
 

◆
内
助
功
労
章
 
小
田
桐
欣
子
さ
ん
 

筆
曲
の
普
及
発
展
と
 

人
材
育
成
に
貢
献
 

斎
藤
 

玲
子

氏
 

（
六
七
歳）
東
京
都
 

三
味
線
を
通
し
地
域
文
化
 

継
承
普
及
に
貢
献
 

高
橋
 
睦
彦

氏
 

（
七五
歳
）
L
平
井
町
 

若
く
か
ら
三
味
線
音
楽
に
親
し
み
、
 

杵
屋
河
津
静
、
杵
屋
三
十
朗
に
師
事
し

芸
を
磨
き
、
杵
勝
会
に
所
属
し
て
永
き

に
わ
た
り
演
奏
活
動
を
続
け
て
き
た
ほ

か
、
自
ら
「
松
そ
の
会
」
を
主
宰
し
会

員
を
指
導
育
成
す
る
な
ど
、
日
本
古
来

か
ら
伝
わ
る
三
味
線
音
楽
を
通
じ
て
、
 

地
域
文
化
の
継
承
普
及
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

◆
内
助
功
労
章
 
高
橋
タ
ツ
エ
さ
ん
 

若
く
か
ら
筆
曲
に
親
し
み
、
小
橋
幹

子
東
京
芸
術
大
学
教
授
に
師
事
し
芸
を

磨
き
、
宮
城
道
雄
生
誕
助
周
年
記
念
演

奏
会
、
N
H
K
若
手
技
能
育
成
会
4
0周

年
記
念
演
奏
会
、
等
リ
サ
イ
タ
ル
な
ど

各
種
の
演
奏
会
で
演
奏
活
動
を
続
け
て

き
た
ほ
か
、
自
ら
、
「雪
炎
会
」
を
主
宰

し
会
員
の
指
導
育
成
に
努
め
筆
曲
の
普

及
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

初
等
中
等
教
育
と
 

柔
道
競
技
の
向
上
に
尽
力
 

寺
田
 

昭
治

氏
 

（
七三
歳
）
石
岡
 

4
3年
の
永
き
に
わ
た
り
、
初
等
中
等

教
育
の
振
興
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
 

五
所
川
原
市
体
育
指
導
委
員
、
五
所
川

原
柔
道
会
会
長
及
び
五
所
川
原
市
柔
道

協
会
名
誉
会
長
を
務
め
、
児
童
生
徒
の

健
全
育
成
、
柔
道
の
競
技
力
向
上
、
社

会
体
育
の
普
及
発
展
に
身
を
挺
し
、
当

市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

◆
内
助
功
労
章
 
寺
田
春
江
さ
ん
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市
消
防

団
の
団
員
育

成
や
 

消
防

技
術
力
向
上
に

尽
力
 

一
戸
 

慶
喜
氏
 （

六
六歳
）
藻
川
 

市
消
防

団
の

団
員
育
成
や
 

消
防

技
術

力
向
上
に

尽
力
 

木
村
 
清

秀
氏
 

（六
四
歳
）
下
平
井
町
 

保
健
衛

生
思
想

の
普
及
と
 

地
域

の
発
展
に

貢
献
 

中

井
 

達

郎

氏
 

（
六
五歳
）
田
町
 

、
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昭
和
3
0年
、
五
所
川
原
市
消
防
団
に

入
団
、
以
来
3
7年
の
永
き
に
わ
た
り
そ

の
任
務
を
深
く
自
覚
し
、
地
域
民
生
安

定
の
た
め
率
先
し
て
防
火
活
動
に
奔
走

す
る
と
と
も
に
、
五
所
川
原
市
消
防
団

副
団
長
を
務
め
、
団
員
の
指
導
育
成や

消
防
技
術
向
上
に
尽
力
す
る
な
ど
、
市

民
の
財
産
を
守
る
た
め
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

◆
内
助
功
労
章
 
一
戸
れ
き
さ
ん
 

永
年
に
わ
た
り
開
業
医
と
して
地
域
一

医
療
に
携
わ
り
、北
五
医
師
会
会
長
、五
】
 

所
川
原
市
保
健
協
議
会
会
長
、
五
所
川
」
 

原
朝
野
球
協
会
会
長
等
の
要
職
を
務
め
、
）
 

保
健
衛
生
思
想
の
普
及
、患
者
の
社
会
）
 

復
帰
等
の
環
境
整備
に
尽
力
、
余
暇
の

一

善
用
に
よ
る
健
全
な
社
会
人
の
育
成
を
？

図
る
な
ど
地
域
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
。
』
 

◆
内
助
功
労
章
 中
井
ヒ
デ
さ
ん
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昭
和
3
5年
、
五
所
川
原
市
消
防
団
に

入
団
、
以
来
3
6年
の
永
き
に
わ
た
り
そ

の
任
務
を
深
く
自
覚
し
、
地
域
民
生
安

定
の
た
め
率
先
し
て
防
火
活
動
に
奔
走

す
る
と
と
も
に
、
五
所
川
原
市
消
防
団

副
団
長
を
務
め
、
団
員
の
指
導
育
成
や

消
防
技
術
向
上
に
尽
力
す
る
な
ど
、
市

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
貢
献

さ
れ
た
。
 

◆
内
助
功
労
章
 
木
村
ヒ
ト
ミ
さ
ん
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農
協
活

動
に

身
を
挺
し
 

市
の
農
業

振
興
に

貢
献
 

中
谷
 

惣
四

郎

氏
 

（
六
七歳
）
飯
詰
 

永
年
に
わ
た
り
農
協
活
動
に
身
を
挺

し
、
五
所
川
原
市
農
業
協
同
組
合
代
表

理
事
組
合
長
、
青
森
県
信
用
農
業
協
同

組
合
連
合
会
理
事
等
の
要
職
を
務
め
、
 

災
害
時
は
被
害
農
家
の
救
済
に
奔
走
、
 

又
農
家
経
営
の
安
定
の
た
め
複
合
経
営

を
奨
励
し
た
ほ
か
農
協
合
併
に
尽
力
し
、
 

当
市
の
農
業
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

◆
内
助
功
労
章
 
中
谷
ス
ヅ
エ
さ
ん
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二
十
一
世
紀
を迎
え
る
今
年
の
大
み

そ
が
か
ら
元
日
に
か
け
て
、
立
侵
武
多

に
火
を
放
ち
昇
天
さ
せ
る
カ
ウ
ン
トダ

ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

祭
り
の
名
称
は
「
奥
津
軽
2
0
0
0
年

祭
」
。
本
市
と
近
隣
町
村
の
連
携
と
連

帯
化
を
図
り
活
力
あ
る
奥津
軽
を
目
指

そ
っ
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

会
場
は
、
平
成
八
年
に
復
元
し
立
侵

武
多
を
燃
や
し
た
岩
木
川
河
川
敷
公
園

の
北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
い
ま
す
。
 

祭
り
は
、
午
後
十
一
時
の五
所
川
原

高
校
の
立
侵
武
多
「
弁
財
天
」
の
昇
天

か
ら
始
ま
り
、
石
神
太
鼓
、
あ
ら
ば
き

会
の
太
鼓
演
奏
、
虫
お
く
り
、
登
山
唯

子
の
郷
土
芸
能
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
す
。
 

そ
の
後
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
と
と
も

に
花
火
を
打
ち
上
げ
、
さ
ら
に
立
侵
武

多
「
親
子
の
旅
立
ち
」
の
昇
天
と
続
き

ま
す
。
会
場
で
は
、
二
六
〇
イ
ン
チ
の

オ
ー
ロ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
を
用
意
し
、
紅
白

歌
合
戦
や
舞
台
の
様
子
な
ど
が
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
世
紀
の
イ
ベ
ン
ト

を
見
に
来
ま
せ
ん
か
。
 

ま
た
、
二
〇
〇
〇
年
の
記
念
の
年
に

ち
な
ん
で
、
二
千
人
の
タ
イ
マ
ツ
で
立

侵
武
多
を
囲
み
な
が
ら
二
十
世
紀
の
思

い
出
や
二
十
一
世紀
へ
の
願
い
を
タ
イ

マ
ツ
に
託
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
中
学
生
以
下
の
方
は父

兄
同
伴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

参
加
希
望
の
方
は
次
の
事
項
を
確
認

の
上
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

①
報
酬
交
通
費
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
証
は
、
当
会
加
入
 

の
イ
ベ
ン
ト
保
険
保
証
範
囲
で
す
。
 

③
危
険
防
止
の
た
め
本
部
係
員
の
指
示
 

に
従
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

④
お
子
さ
ん
の
み
の
参
加
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。
 

⑤
強
風
な
ど
の
自
然
現
象
に
よ
り
企
画

の
変
更
が
あ
り
ま
す
。
 

参
加
し
た
い
方
は
「往
復
は
が
き
」
に
、
 

〒
、住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、
 

希
望
人
数
を
明
記
し
、
 

〒
0
3
7
1
8
7
99
 

五
所
川
原
郵
便
局止
め
 

「五
所
川
原
立
ね
ぷ
た
」
係
 
ま
で
 

1
2月
2
0日
困
必
着
で
お
願
い
し
ま
す
。
 

あ
な
た
の
 

手
作
り
タ
イ
マ
ツ
が
 

世
紀
末
の
夜
に灯
り
ま
す
 

5
タ
イ
マ
ツ
製
作
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
5
 

▽
製
作
日
時
 
1
1月
2
3日
困
 
祝
日
 

1
2月
2
3日
田
 
祝
日
 

両
日
と
も
十
時
か
ら
正
午
ま
で
 

▽
製
作
場
所
 
立
侵
武
多
製
作
所
ロ
 

ビ
ー
 

旧
市
民
会
館
 

▽
タ
イ
マ
ツ
の
手
作
り
講
習
後
、
 一
人

五
上
ハ
本
製作
し
て
も
ら
い
ま
す

▽
参
加
費
は
無
料
 

※
参
加
希
望
者
は
直
接
製
作
場
所
へ
お

い
で
く
だ
さ
い
。
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
関
し
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
 

奥
津
軽
2
0
0
0
年
祭
実
行
委
員
会

事
務
局
容
・
臓
3
3
 
3
5
40
 

三
上
・
石
川
 

ニ
十
年
後
が楽
し
み
で
す

夢
と
思
い
出
が
詰
ま
っ
た

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
 

中
央
小
学
校
創
立
三十
周
年
記
念
 

五
所
川
原
中
央
小
学
校

（鶴
谷
武
英

校
長
）
の
創
立
三
十
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
十
月
三
十
日
、同
校
構
内

の
プ
ー
ル
横
に
在
校
生
や
昨
年
の
卒
業

生
の
思
い
出
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
球

状
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
め
ま
し
た
。
 

全
校
児
童
が
見
守
る
中
、
六
年
生
の
木

村
鉄
兵
君
と
櫛
引
佑
介
君
が
、タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
で
き
た

枠
に
収
め
各
学
年
の
代
表
や
卒
業
生
な

ど
が
ス
コ
ッ
プ
で
土
を
掛
け
ま
し
た
。
 

続
い
て
、
児
童
を
代
表
し
て
木
村
祐
貴

君
が
、「思
い
出
を
一
杯詰
め
込
ん
だ
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
け
る
と
き
、
胸
を

張
っ
て
い
ら
れ
る
よ
う
に
夢
に
向
か
っ

て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
ま
だ
見
ぬ
自

分
の
将
来
像
に
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
 

善
意
の
花
か
ご
 

5
ど
う
も
あ
り
が
とう
ご
ざ
い
ま
し
た
5
 

＠
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
五
所
川
原
市
立
第
二
中
学
校
P
T
A
 

（
中川
敦
人
会
長
）
H
千
九
百
円
 

（
文化
祭
P
T
A
催
し
物
益
金
）
。
 

〇
五
所
川
原
市
立
第
二
中
学
校
生
徒
会
 

（
野
呂裕
子
さ
ん
）
H
一
万
四千
九

百
八
十
八
円

（文
化
祭
収
益
金
）
。
 

〇
青
森
県
立
五
所
川
原
工
業
高
等
学
校

電
気
科
一
年
A
組
H
一
万
九
千
二
百

七
十
円

（
五工
祭
収
益
金
）
。
 

〇
五
所
川
原
市
立
第
一
中
学校
生
徒
会
 

J
R
C
上
ハ
万
一千
二
亘
ハ
十五
円
 

（文
化
祭
バ
ザ
ー
収
益
金
）
。
 

＠
五
所
川
原
市
へ
 

〇
成
田
久
雄
さ
ん

（
松
島
町八
丁
目
八

三
）
H
寄
贈
（
テ
レ
ビ

ー
台
）
。
 

〇
特
別
老
人
ホ

ー
ム
あ
か
ね
荘
・（
木
村

良
悦
園
長
）
H
図
書
券
三
万
円
分
 

（
図書
館
へ
）
。
 

五
所
川
原
市
連
合

P
T
A
 

か
ら
の
お
願
い
 

痴
漢
・
変
質
者
か
ら
子
供
た
ち
を

地
域
ぐ
る
み
で
守
ろ
う
 

最
近
、
痴
漢
・
変
質
者
が増
え
て
いま

す
。
子
供
が
路
上
で
大
きな
声
を出
し
て

い
た
り
騒
い
で
い
た
ら
無
関心
に
な
ら
な

い
で
声
をか
け
て
く
だ
さ
い
。
 

地
域
住
民
が敏
感
に
なる
こ
とに
よ
っ

て
犯
罪
の未
然
防止
に
効
果
があ
り
ます
。
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鳳
柳

艇
 

立
侵
武
多
を
ア
ピ

ー
ル
 

ね
ん
り
ん
ピ
ック
N
O
OO
K
阪
大
会
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
に
出
場
 

十
一
月
四
日
に
大
阪
の
吹
田
市
で
開

催
さ
れ
た
「
ね
ん
り
ん
ピ
ック
2
0
0
 

0
大
阪
」
全
国
大
会
に本
県
代
表
と
し

て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
に参
加
し
た
五

所
川
原
チ
ー
ム
（
工藤
由
衛
監
督
）
八

人
が
十
月
二
十
六
日
、成
田
市
長
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。
 

全
国
大
会
出
場
が
二年
ぶ
り
、
三
回

目
の
皆
さ
ん
に
成
田
市長
は
、「練
習
の

成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
善
戦
敢
闘
を

お
祈
り
し
ま
す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
 

そ
ろ
い
の
立
侵
武
多
のユ
ニ
フ
ォ

ー
ム

で
プ
レ
ー
し
本
市
の
立
侵
武
多
を
大
い

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
来
ま
し
た
が
、
試
合

の
結
果
は
惜
し
く
も
予
選
で
敗
退
し
ま

し
た
。
 

立
侵
武
多
の
館
建
設
に
 

役
立
て
て
と
五
百
万
円
寄
付
 

三
上
忠
孝
さ
ん
（み
か
み
商
事
社
長
）
 

十
月
一
一
十
六日
、
市
内
で
食
料
品
店

を
経
営
す
る
み
か
み
商
事
の
三
H
忠
孝

社
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
中
心
商
店
街

の
活
性
化
の
起
爆
剤
と
し
て
建
設
予
定

の
立
侵
武
多
の
館
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
と
五
百
万
円
を
寄
付
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
 

三
H
さ
ん
は
、
 「商
店
街
の
現
状
を

み
る
に
み
か
ね
少
し
で
も
活
性
化
の
一

助
に
な
れ
ば
と
思
い
寄
付
し
ま
し
た
」
 

と
そ
の
胸
の
内を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

寄
付
を
受
け
た
成
田
市
長
は
、「あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
少
し
で
も
早
く

立
侵
武
多
の
館
が
建
設
で
き
る
よ
う
努

力
し
ま
す
」
と
約
束
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
三
上
さ
ん
は
来
年
も
五
百
万

寄
付
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

青
森
県
ふ
れ
あ
い
活動
 

功
労
者
知
事
感謝
状
受
賞
 

五
所
川
原
保
育
園
、
 

藻
川
民
謡
む
つ
み
会
、末
広
の
会
 

今
年
の
青
森
県
ふ
れ
あ
い
活
動
功
労

者
知
事
感
謝
状
の
贈
呈
が
青森
市
の
県

民
福
祉
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
当
市
か
ら
五

所
川
原
保
育
園
、藻
川
民
謡
む
つ
み
会
、
 

末
広
の
会
の
三
団体
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
 

こ
れ
は
、
く
る
み
園
な
ど
の
施
設
へ

の
長
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

五
所
川
原
保
育
園
（小
笠
原
亮
」
園
長
）
 

受
賞
理
由
・
・
昭和
六
十
二
年
か
ら
継
続

し
園
児
の
歌
や
踊
り
な
どで
慰
問
先

で
喜
ば
せ
て
い
る
。
 

藻
川
民
謡
む
つ
み
会
（
外
崎武
夫
代
表
）
 

受
賞
理
由
・
・
十
数
年
に
わ
た
り
農
作
業

の
合
間
に
慰
問
し
、
民
謡
を
歌
っ
た

り
踊
っ
た
り
し
て
喜
ば
せ
て
い
る
。
 

末
広
の
会

（
藤
田
トク
代
表
）
 

受
賞
理
由
・
・
平
成六
年
か
ら
毎
週
、
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
の
入
浴
時
の衣
類
の
着
脱
衣

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い

る
。
 

皆
さ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
変
ご
苦
労

様
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
 

芸
術
文
化
の
普
及
と
発
展
を
目
指
し
 

第
四
十
回
市
民
総合
文
化
祭
 

中
央
公
民
館
で
は
十
一
月
一一
日か
ら

五
日
ま
で
の
四
日
間
、
芸
術
文
化
の
普

及
と
発
展
を
目
指
し
市
民
総
合
文
化

祭
（
市
文
化
振
興
会
議
主催
）
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

会
場
で
は
、
尺
八
や
民
謡

・
津
軽11
1
 

味
線
の
発
表
会
や
、
生
け
花

・
写
真
・

盆
栽
な
ど
の
展
示
会
、市
民
茶
会
な
ど

が
催
さ
れ
、
大
輪
の
菊
が
ロ
ビー
ー
面

に
か
ざ
ら
れ
、
訪
れ
た
市
民
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
した
。
 

公
民
館
祭
り
の
お
知
ら
せ
 

ま
た
、
十
七
・
十
八
日
に
は
、各
種

サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
に
よ
る
発
表
会
 

「公
民
館
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
初

日
は
午
後
三
時
か
ら午
後
九
時
ま
で
、
 

十
八
日
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま

で
行
わ
れ
ます
。
た
く
さ
ん
の
市
民
の

皆
さ
ん
の
お
い
で
を
お
待
ち
致
し
て
お

り
ま
す
。
 

「男
女
」
共
に支
え
あ
う
 

や
さ
し
さ
を
：
・
・
 

第
八
回
働
＜
婦
人
の
家
 

利
用
者
発
表
会
 

十
月
二
十
八

・
一一
十
九日
の
一
一
日
問
、
 

「男
女
」
共
に
支
え
あ
う
や
さ
し
さ
を

テ
ー
マ
に
働
く
婦
人
の
家
利
用
者
発
表

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
で
八
回
目
を
迎
え
た
発
表
会
は
、
 

働
く
婦
人
の
家
で
活
動
を
し
て
い
る
一
一

十
八
の
サ
ー
ク
ル
が
参
加
し
、
ア
レ
ン

ジ
フ
ラ
ワ

ー
や
書
道
な
ど
の
会
員
活
動

成
果
の
展
示
や
歌
、
踊
り
な
ど
の
舞
台

発
表
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
バ
ザ

ー
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
二
十
八
日
に
は
、
山
崎
ト
オ

ル
氏
に
よ
る
ス
ー
パ
ー
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
 

ー
、
二
十
九
日
に
は
、
五
所
川
原
少
年

少
女
合
唱
団
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
催
さ

れ
、
訪
れ
た
市
民
の
方
々
は
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
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ト 

青森県 

指

定
 
取
消
等
 

'V 

介護サービス事業者 

介護 保険施 設 

‘解央しなし 場合 

第
三
者
へ
の
直
接
的
苦
情
申
出
 

五所川原市（保険者） 喝・・ー・・一・・一・・― 

指定基 
違反の疑い 

‘市で処理困難な場合 

五所川原市役所 容35-21 11 平成12年11月15日 6 

I 	 
居宅介護支援事業者 

（ケアマネージャー） 調整 

青森県国民健康保険団体連合会 

（国 保 連） 

〈連載第25Iロ1) 
（康） 

翼鯵た介圏参老昌届不欄腰あり富世施かw 
介護保険による介護サービスは、一般のサービスと同じように利用者とサービスを提供する事

業者との契約によって成り立つことになりますが、受けた介護サービスについて苦情（不平・不

満、改善を求めること）がある場合は、基本的にそのサービスを提供した事業者・施設へ苦情を

述べ、必要な対応を要請することとなります。 

たとえば 

・いま利用している介護サービス事業者とは別の事業者から 「他の事業者よりも安くサービスを

提供します」と強力な勧誘を受けて困っている。 

・ホームヘルパーが約束した時間に遅れてくることが多く、なんとかしてもらいたい。 

・デイサービスから帰ったおばあさんの膝を見たら、包帯が巻かれていた。朝はなんともなかっ

たのに。おばあさんはデイサービスセンターの玄関先で転んだといっているが、デイサービス

センターからは何の報告も連絡もないC どういうことカ％ 

・半年待機し、この秋ようやく介護保険施設に入所することになったが、「あなたの要介護度だと

春までしか居れないよ」 といわれた。一人暮らしの身で、この先不安だ。 

・サービス利用の自己負担額を支払う際、内訳の説明はおろか領収書も渡されなかった。 

・在宅で寝たきりの父を介護しているが、親戚で不幸があり家族が介護できないため、一週間短

期入所サービス（ショートステイ）を利用したところ、施設から帰った父の腰にじょくそう （床

ずれ）ができていた。一週間前はなんともなかったのに、どういう介護をしていたのだろうか。 

など

サービスを提供する事業者には、利用者からの苦情を受け付ける窓口や担当者が設置されてい

ます。しかし、介護サービスの利用者のなかには、サービスを提供する事業者に対して直接苦情

を言いにくいと感じられている方も多いようです。 

介護保険制度では、介護サービスに対する苦情の処理について、利用者の「権利擁護」と「サー 

ビスの質の向上」 を重視し、つぎのような対応を行います。 

介護サービス苦情処理の流れ 

介護サービス利用者（家族） 
苦情申出 



	 , 

	

高齢煮 _,) I 保険料⑥＆どL 	 
Qi なぜ、保険料を納めなければならないのですか？ 

Al 「介護」 は、ときに家庭を崩壊させるほど深刻な問題となります。この介護の問題をみ 

んなで支え合うのが介護保険の大きな目的です。 

人の一生を通じて見たときに 2人に 1人は介護が必要になります。また、自分だけの問 

題ではありません。 自分の配偶者、娘や息子、そして親のことまで含めれば、自分が介護 

を受けるだけでなく、介護をする側のことまで考える必要があります。 

介護保険は、現役世代にも負担を求めながら、高齢者にも費用の一部を負担していただ 

くものです。 

Q2 保険料を払えば、どんな人でも介護サービスを受けることができるのですか？ 

A2 介護が必要な方であれば、所得に関係なく、だれでも介護サービスを受けられます。 た 

だし、介護が必要でない元気な方はサービスを受けることができません。 

03 保険料を支払わなかつたら、どうなるのですか？ 

A3 保険料を納めないと次のような措置がとられます。 

①介護サービスの利用料が、本来1割の負担で済むものが、いったん全額自己負担になります。 

②保険給付の一部又は全部が一時的に差し止められます。さらに、差し止められた保険給

付額から滞納分を控除することがあります。 

③滞納している期間に応じて、利用者負担が3割に引き上げられたり、また、高額介護サ 

ービス費等の支給が受けられなくなります。 

④督促状を発した日から起算して10日を経過した日までに納付されない時は、財産の差押

えを受けることがあります。 

Q
A
 

．
・
ー
 一
 

	ノ 

苦情処理の関係機関と役割 

①介護サービス事業所・介護保険施設（特別養護老人ホーム、老人保健施設、介護療養型医療施設） 

サービスを提供した事業所や施設は、利用者からの苦情に迅速かつ適切な対応をしなければ

なりません。 また、苦情に関連し市町村や国民健康保険団体連合会から指導・助言があった場

合、それに従って必要な改善をしなければなりません。 

②居宅介護支援事業者（ケアプラン作成者） 

居宅介護支援事業者作成のケアプラン（介護サービス計画）に関連した苦情について、その

改善に必要な調整や法的な 「苦情申立」（国民健康保険団体連合会が受け付けます）の支援を行

います。 

③五所川原市〔保険者〕（介護保険課 電話 35-2 111 内線 272) 

介護保険を運営する保険者として、苦情処理においては、介護サービス事業所・介護保険施

設に次ぐ窓口です。必要な調査を行い、事業者への指導・助言、国民健康保険団体連合会や都

道府県への取次ぎや調整を行います。 

④青森県国民健康保険団体連合会〔国保連〕（介護保険苦情処理担当 電話017-723-1336) 

苦情の内容が複雑で、高度な法律解釈等を求められる場合やサービス事業者が悪質であり、 

調査や指導が市町村限りでは難しい場合、「介護サービス苦情処理委員jcl)いる国民健康保険団

体連合会が取り扱います。苦情処理結果は文書で通知されます。 

⑤青森県（高齢福祉課 介護保険指導班 電話 017-734-9299) 

サービス事業者は、国が定めた 「指定基準」 により、都道府県から事業者の指定を受けてい

るものですが、職員の配置や事業運営上の問題などから指定基準違反が疑われる場合、都道府

県が調査・指導を行います。 場合によってはサービス事業者に対し 「指定取消」 を行うことに

なっています。 

11月30日は介護保険料第2期の納期限です 0 
お手元の納付書を確認し、納期限までに納めましょう。 

（第1期の納期限は 10月31日でした。納め忘れはございませんか？) 

問い合わせ先 介護保険課 保険料のことは 内線273・271 サービスのことは 内線272・274 
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成
人
式

の
お
知
ら

せ

一
 

教
育
委
員
会
 
生
涯
学
習
課
 

内
線

5
5
5

・
5
5
6
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ソ
タ
ー
 

研
修
会
の
お
知
ら
せ
 

働
く
婦
人
の
家
 
B
(3
5)8
8
9
8
 

◆
1
2月
1
5日
金
  
1
0時

、
1
2時

働
く
婦
人
の
家
 
軽
運
動
室

◆
テ

ー
マ
 
『
み
ん
な
で
つ
く
っ
て
」
 

緒
に
あ
そ
ぼ
2
 

（
製作
活
動
）
 

◆
講
師
 
長
橋
保
育
園
主
任
保
育
士
 

吉
田
 
純
子
さ
ん
 

◆
会
費
 
無
料
 

◆
申
込
締
切
  
1
2月
8
日
劃
 

※
子
ど
も
の
保
育
に
一
時的
、
突
発
的

に
お
困
り
の
方
は
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
提
供
会
員
が
お
世

話
い
た
し
ま
す
。
 

遺
児
入
学
祝
金
の
 

給
付
に
つ
い
て
 

生
活
福
祉
課
児
童
家

庭
係
 

内
線

5
4
8
 

当
市
で
は
、
遺
児
援
護
対
策
事
業
の
 

一
環
と
し
て
遺
児
入
学
祝
金
等
を
給
付
 

し
ま
す
。
 

該
当
者
は
左
記
の
と
お
り
申
請
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

◆
対
象
児
童
 

義
務
教
育
終
了
前
の
母
子
、
父
子
、
 

父
母
の
い
な
い
等
い
ず
れ
か
の
世
帯
 

に
属
す
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
者
 

で
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者
。
 

◆
給
付
金
等
の
種
類
 

①
入
学
祝
金
 
平
成
1
3年
度
小
中
学
 

校
入
学
者
 

②
卒
業
祝
金
 
平
成
1
2年
度
中
学
校
 

卒
業
者
 

③
弔

慰

金
 
平
成
1
2年
度
中
に
父
、
 

母
が
死
亡
し
た
遺
児
 

の
属
す
る
世
帯
 

④
激
励
金
品
 
対
象
児
童
全
員
 

◆
申
請
書
類
 

①
遺
児
入
学
祝
金
等
受
給
申
請
書
 

②
ロ
座
振
込
申
出
書
 

※
申
請
書
類
は
、
福
祉
事
務
所
及
び
 

各
小
中
学
校
に
あ
り
ま
す
。
 

◆
申
請
書
類
提
出
先
 

福
祉
事
務
所
及
び
各
小
中
学
校
 
 

◆
提
出
期
限
 
1
2月
1
5日
⑨
 

※
な
お
、
提
出
期
限
は
各
学
校
に
よ

っ
て
違
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

学
校
担
当
者
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

◆
給
付
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
1
3
 

年
2
月
頃
、
申
請
者
に
対
し
て
通
知

す
る
予
定
で
す
。
 

市
内
の
対
象
者
に
は
、
1
2月
上
旬
に

ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。
な
お
、
学
校

や
仕
事
の
都
合
で
市
外
に
居
住
し
て
お

ら
れ
る
市
出
身
者
の方
の
参
加
も
歓
迎

い
た
し
ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

◆
平
成
1
3年
1
月
8
日
⑧
 
1
4時
5
 

オ
ル
テ
、
イ
ンア
 
大
ホ
ー
ル
 

◆
受
付
時
間
 

1
3時

、
1
3時
5
0分
（
時
間厳
守
）
 

◆
対
象
者
 
昭
和
5
5年
4
月
2
日
か
ら

昭
和
5
6年4
月
1
日
ま
で
に
生ま
れ
た
方
 

〈
はた
ち
の
主
張
発
表者
募
集
〉
 

選
ば
れ
た
方
に
は
、
成
人
式
当
日
に

発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

◆
テ
ー
マ
 
成
人
式
を迎
え
る
に
あ
た

っ
て
感
じ
て
い
る
こ
と
、
決
意
な
ど

◆
発
表
時間
 
約5
分
（
原
稿用
紙
2
枚
分
）
 

◆
応
募
資
格
 
新
成
人
 

◆
応
募
期
限
 
1
2月
1
日
⑨
 

平
成
1
3年
度
母
子
寡
婦
 

福
祉
資
金
（
修
学
資金
等
）
 

予
約
貸
付
の
受
付
 

◆
対
象
者
 
経
済
的
に
困
難
な
事
情
に
 

あ
り
、
平
成
1
3年
4
月
に
高
等
学
校
 

等
に
進
学
又
は
修
業
施
設
に
入
所
を
 

希
望
す
る
者
を
現
に
扶
養
し
て
い
る
 

配
偶
者
の
な
い
女
子
 

◆
貸
付
の
対
象
と
な
る
資
金
 

①
修
学
資
金
 

②
修
業
資
金
 

③
就
学
支
度
金
 

◆
貸
付
申
請
に
関
す
る
提
出
書
類
 

①
申
請
書
 

②
保
証
人
の
保
証
書
 

③
貸
付
申
請
者
の
戸
籍
謄
本
 

④
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
あ
っ
て
、
 

現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
こ
と
 

を
証
す
る
書
類
 

⑤
家
計
費
申
告
書
 

⑥
進
学
証
明
書

（
在
学
して
い
る
学
 

校
か
ら
の
証
明
書
）
 

⑦
経
費
申
告
書
 

※
提
出
書
類
は
福
祉
事
務
所
に
あ
り
 

ま
す
 

◆
提
出
期
限
 

1
1月
2
0日
⑨
、
1
2月
1
5日
団
 

※
期
限
後
も
貸
付
申
請
の
受
付
は
、
 

随
時
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

◆
貸
付
の
仮
決
定
 
平
成
1
3年
2
月
末
 
 

日
ま
で
に
本
人
に通
知
し
ま
す
。
 

◆
貸
付
の
本
決
定
と
資
金
交
付
 

①
修
学
資
金
 
修
業
資
金
 

仮
決
定
さ
れ
た
者
の
児
童
が高

等
学
校
等
に
入
学
ま
た
は
修
業
施

設
に
入
所
し
、
在
学
証
明
書
の提

出
が
な
さ
れ
た
方
に
対
し
て
4
月

中
に
本
決
定
し
、
5
月
末
日
ま
で

に
資
金
を
交
付
す
る
予
定
で
す
。
 

②
就
学
支
度
金
 

仮
決
定
さ
れ
た
者
の
児
童
が
高

等
学
校
等
に
合
格
し
ま
た
は
修
業

施
設
に
入
所
し
、
合
格
証
明
書
の

提
出
が
な
さ
れ
た
方
に
3
月
中
に

本
決
定
し
、
4
月
末
日
ま
で
に
資

金
を
交
付
す
る
予
定
で
す
。
 

特
設
人
権
相
談
所
開
設

及
び
映
写
会
の
開
催
 

市
民
課
 

内
線
2
2
0
 

家
族
間
の
こ
と
、近
隣
関
係
や
職
場

の
こ
と
、
登
記
・
借家
に
関
す
る
こ
と
、
 

差
別
や
名
誉
の
こ
とな
ど
に
つ
い
て
、
 

秘
密
を
厳
守
し
て
人
権
相
談
員
の
方
々

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◆
1
2月
2
日
山
 
1
0時
3
0分
5
1
5時

エ
ル
ム
の
街
s
c
2
階
文
化
セ
ン
タ
 

ー
内
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ

ー
 

◆
1
日
人
権
擁
護
委
員
 

レ
ベ
ッ
カ
 
シ
ェ
フ
ァ
ー
ド
さ
ん
 

※
親
子
向
け
の
ビデ
オ
も
上
映
し
ま
す
。
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家
族
で
映
画
を
 

楽
し
む
会
ー
1
1月
 

中
央
公
民
館

B
(3
5)6
0
5
6
 

ノ 
●専門技術分野 

補習教室講師 翻訳・通訳 

家庭教師 各種運転業務 

経理事務 パソコン操作など 

、じハ長 	 1 
"] 	（社）五,jj:) I ―原市ンルノ、一  人材セノター 

●事務分野 	 五所川原市字岩木町12番地 

会員はこんな仕事を
しています。 

4 

文書管理事務 毛筆筆耕

宛名書き 受付事務など '(34)8844 

公民館管理 

駐車場管理など 

●屋内外の一般作業 

公園清掃 
樹木消毒 
除草・草刈り 
包装など 

●サービス分野 
福祉・家事援助サービス

観光ガイドなど 

が‘喜 

ト 
~ 

大事な庭木などの雪囲いの
準備をしていますか！ 

ーシルバー人材センターの仕事の特徴一 

①手軽に電話でお申し込みになれます。 

②収益を目的としないので、一般的に 

割安です。 

③公益的、公共的団体なので安心です。 

野
 付
妃
 

黒
一
 

力
／
 
広
検
 篇

貸
 

●技能を必要とする
分野 

． 、スこ ふすま張り 

、IiII誓 

~~ 
'I 

国
民
年
金
基
金
に
 

加
入
し
ま
せ
ん
か
 

青
森
県
国
民
年

金
基
金
 

容
0
1
7
7
7
7
1
7
0
0
 

よ
り
豊
か
な
老
後
のた
め
に
、
国
民

年
金
の
上
積
み
年
金
と
し
て
国
民
年
金

基
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
。
 

◆
加
入
で
き
る
方
 

自
営
業
な
ど
の
国
民
年
金
の
第
1
号

被
保
険
者
（
保
険
料
の未
納
者
・
免
除

者
、
農
業
者
年
金
加
入
者
を除
く
）
。
 

掛
け
金
は
加
入
時
の
年
齢
で
決
ま

り
、
個
人
年
金
と
比
べ
て
割
安
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
状
況
にあ

っ
た
年
金
設
計
が
可
能
で
、
何
ロ
か
ら

で
も
始
め
ら
れ
、
増
減
は
自
由
で
す
。
 

さ
ら
に
、
掛
け
金
は
、
全
額
、
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

詳
し
く
は
青
森
県
国
民
年
金
基
金
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

第
6

回
 

市
民
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
 

教
育
委
員
会
ス
ポ

ー
ツ
健
康
課
 

内
線

5
6
1
 

誰
で
も
気
軽
に
で
き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。
ご
家

族
・
職
場
の
グル
ー
プ
な
ど
、
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

●

日
時
 
1
2月
9
日
田
 

受
付
 
8
時
3
0分
 
開
会
式
 
9
時
 

●

場
所
 
市
民
体
育
館
 

●

競
技
種
目
 

①
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

②
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ーム
 

③
ニ
チ
レ
ク
ボ
ー
ル
 

④
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
 

※
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
軽
ス
ポ
ー
ツ
も
 

行
い
ま
す
。
 

●
申
込
方
法
 

当
日
参
加
も
受
付
し
ま
す
が
、
参
加

状
況
に
よ
っ
て
は
受
付
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申

込
み
く
だ
さ
い
。
 

※
各
種
目
第
1
位
5
第
3
位
ま
で
に
賞

品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
参
加
者

全
員
に
参
加
賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。
 

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
、
 一
人
ひ
とり
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
社
会
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品

と
、
子
供
た
ち
へ
伝
え
残
し
た
い
日
本

昔
ば
な
し
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
 

●

1
1月
2
5日
田
1
0時
5
1
1時
3
0分

中
央
公
民
館
 
2
階
 
視
聴
覚
室

◇
題
名
／
い
じ
め
、
差
別
問
題
、
障
害

者
対
策
、
人
権
問
題
を
提
示
し
た
「
お

じ
い
ち
ゃ
ん
の
花
火
」
／
ま
ん
が
「
日

本
昔
ば
な
し
」
よ
り
（
耳
な
し
芳
一

・

月
見
の
枝
・
三
年
寝
太
郎
・
ひ
ょ
う
た

ん
長
者
・
ほ
か
）
◇
会
費
無
料
 、

 

へ 
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土
地
売
却
（保
留
地
）の
お
知
ら
せ
 

南
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
 

保
留
地
の
売
却
は
公
開
抽
選
に
よ
り
行
い
ま
す
。
 

◇
土
地
の
概
要
 

現
況
は
宅
地
で
す
。
 

な
お
、
農
地
転
用
は
手
続
き
済
み
で
す
。
 

◇
抽
選
参
加
に
必
要
な
書
類
 

抽
選
参
加
申
込
書
（
市
で
用
意
し
て
い
ま
す
）
 

認
め
印
 

住
民
票
抄
本
 

身
分
証
明
書
（
本
籍
地
よ
り
発
行
）
 

◇
募
集
期
間
 

1
1月
1
6日
困
ー
1
2月
1
日
団
 

（土
曜
、
日
曜
、
祝
日
は
除
き
ま
す
）
 

◇
抽
選
の
日
時
及
び
場
所
 

1
2月
8
日
固
 

1
3時
3
0分
 

市
中
央
公
民
館
 
2
階
 
工
芸
室
 

◇
契
約
の
締
結
日
等
 

決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
1
0日
以
内
と
し
ま
す
。
 

契
約
保
証
金
は
5
一
咽以
ヒ
と
し
ま
す
。
 

売
買
代
金
は
6
0日
以
内
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

下
水
道
課
 

内
線
3
1
1
・
3
1
4

ム
了
赤
城
 

平
成
1
2年
度
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
・

配
管
工
の
更
新
講
習
 

並
び
に
配
管
工
認
定
講
習
 

実
施
案
内
 

⑨
申
込
書
配
布
 
1
1月
1
3日
卿

ー
 

＠
申
込
受
付
 
1
2月
4
日
回
、
8
日
国
 

＠
受
講
場
所
 
プ
ラ
ザ
マ
リ
ュ
ウ
五
所
 

川
原
 

⑨
責
任
技
術
者
更
新
講
習
（
平
成
1
3年
 

3
月
3
1日
有
効
期
間
満
了
と
な
る
者）
 

◇
受
講
料
 
4
0
0
0
円
 

◇
受
講
日
 
平
成
1
3年
1
月
2
9日
卿
 

1
4時
ー
 

⑥
配
管
工
更
新
講
習
（
平
成
1
3年
3
月
 

3
1日
有
効
期
間
満
了
と
な
る
者
）
 

◇
受
講
料
 
3
0
0
0
円
 

◇
受
講
日
 
平
成
1
3年
1
月
3
0日
因
 

1
4時
、
 

O
配
管
工
認
定
講
習
 

◇
受
講
料
 
4
0
0
0
円
 

◇
受
講
日
 
平
成
1
3年
1
月
3
1日
困
 

1
4時
、
 

物
番
 

件
口
万
 

面積 単 	価 売却価格 用途区分 道路幅員 

1
  

303m 40,000円／甫 12,120,000円 第一種低層 12m 

。
ノ
］
 
 

286 m' 40,000円ノm 11 ,440,000R 第一種低層 12m 

っ
一
 

 302 rn 40,000円ノm 12,080,000R 第一種低層 l2m 

イ
吐
  

3l3m' 40,000円／m 12,520,000R 第一種低層 12m 

に
J
  

293 m 34,000円ノm 9,962,000円 第一種低層 6m 

6
  

280 m 34,000円ノm 9,520,000円 第一種低層 6m 

7
  

295 m 31,000円ノrn 9,145,000円 第一種低層 6m 

8
  

244 rn 33,000円ノm 8,052,000円 第一種低層 6m 

9
  

243 ni 33,000円ノ甫 8,019,000円 第一種低層 6m 

10 354 m 40,000円ノm 14, 160 ,000R 第一種低層 
12nlと 

6m 

244 m 33,000円／m 8,052.000円 第一種低層 6m 

申し込み及び間い合わせ先 
都市計画課 区画整理室 内線 324・325 

11月30日困
固定資産税第4期

国民健康保険税第5期
の納期限です。 

お手元の納付書を
確認し、期限内に 

納めましよう。 

収納課内線 431 
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平
成
1
3年
度
（4
月
入
所
）
 

保
育
所
入
所
申
込
受
付
 

生
活
福
祉
課児
童
家
庭
係
 

内
線
5
46
 

嗣
屍
営
 ロ 

ン
 

市
民
講
座
 

5
精
神
保
健
に関
す
る
 

知
識
の
普及
、
啓
蒙
活
動
5
 

精
神
障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
 

ラ
・
プリ
マ
ベ
ラ
 
公

（3
8)1
3
3
2
 

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
 

な
お
、
ダ
ン
ス
だ
け
の
参
加
、
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。
 

● 日
時
 
1
1月
2
3日
困
 

●

1
2月
3
日
同
 
9
時
契
万

、
1
5時
 

1
0時

、
1
2時
 

布
施
病
院
隣
り
 
ラ
・
プ
リ
マ
ベ
ラ
 
●
場
所
 
中
央
公
民
館
 
大
ホ
ー
ル
 

◇
テ
し

マ
 

八
）申
込

み
 
当
日
会
場
に
て
 

「病
い
に
つ
い
て
」
1
0時

ー
1
1時
3
0分
 
◇
参
加
料
 
無
料
 

布
施
病
院
副
院
長
 
林
本
 
章
氏
 
◇

そ
の
他
 
ズ
ッ
ク

・
バ
ス
タ
オ
ル
 

「
障
害
に
つ
い
て
」
 1
3時

、
1
4時
契
万
 
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
 

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
 
ラ
・
プリ

マ
ベ
ラ
セ
ン
タ
ー
長
 
藤
林
正
雄
氏

◇
対
象
者
 
一
般
市
民
の
方
々
、
当
事

者
及
び
そ
の
家
族
の
方
々
。
 

※
参
加
に
つ
い
て
は
、
午
前
の
み
（
午

後
の
み
）
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
 

◇
参
加
費
 
無
料
 

弁
当
持
参

（
希望
者
に
は
5
0
0
円

で
弁
当
の
注
文
を
受
付
し
ま
す
。）
希
望

者
は
1
1月
中
に
セ
ン
タ

ー
へ
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

※
当
日
、
車
で
お
越
し
の
方
は
布
施
病

院
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
と

ス
ト
レ
ツ
チ
体
操
の集
い
 

市
婦

人

ス
ポ

ー
ッ

協
議

会
 

公

（3
5)
1
2
9
2

・
山
内
 

誰
で
も
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
、
身
体
を
ほ
ぐ
す
ス
ト
レ
ッ
チ

伝
操

の
集
い
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
 

ナ
イ
タ
ー
室
内
テ
ニ
ス
 

（硬
式
）
教室
 

受
講
生
募
集
 

五
所

川
原
市
テ

ニ
ス
協
会
 

公
（3
4)
3
1
8
8

・
角
田
 

初
心
者
（
全
く
初
め
て
の
方
）
か
ら

上
級
者
ま
で
、
年
齢
を
問
わ
ず
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

●

日
時
 
1
2月
9
日
・
2
3日
 

1
月
1
3日

・
2
7日
 

2
月
1
0日

・
2
4日
 

3
月
1
0日

・
2
4日

各
土
曜
日
 

1
9時

、
2
1時
 

◇
会
場
 
市
民
体
育
館
 

◇
申
込
み
方
法
 
教
室
開
催
日
に
会
 

場
で
受
け
付
け
し
ま
す
。
 

◇
間
い
合
わ
せ
 

五
所
川
原
市
テ
ニ
ス
協
会
 

角
田
ま
で

（1
9時
以
降
）
 

と
芸
《又
永
わ
ら
 

題
一字
 
斎
 

藤
 
清
 
泉
 

〔
津
軽ア
ス
ナ
ロ
短
歌
会
〕
ー
短
歌廿

 

ゆ
く
秋
を
惜
し
む
心
の
湧
き
出
で
ぬ
酔
の
絡
め
た
余
欲
の
ひ
と
日
 

高
 

橋
 
教
 
悦
 

な
り
ひ
ら
 

業
平
を
ど
く
と
語
リ
し
師
の
顔
に
若
さ
み
な
ぎ
る
時
を
忘
れ
て
 

山
 
中
 

治
 

は
や
ば
や
と
素
枯
れ
し
蔓
の
一
輪
は
我
が
母
に
似
て
鉄
線
の
花
 

山
 
中
 

美
智
子
 

潮
風
に
た
（
が
た
く
し
て
松
若
木
す
べ
て
斜
め
に
懸
命
に
生
く
 

浜
 

山
 

何
事
も
む
か
り
し
ご
と
く
澄
み
と
ほ
る
台
風

一
過
の
朝
の
青
空
 

開
 
米
 

藤
 
枝
 

て
 
い
 

パ
チ
ン
パ
チ
ン
と
豆
の
は
じ
け
る
音
を
聞
き
多
忙
の
中
に
秋
を
見
「
め
る
 

平
 
田
 

京
 
子
 

秋
深
く
朝
な
タ
な
の
風
寒
し
小
菊
の
花
は
寄
リ
そ
い
て
咲
く
 

佐
々
木
 

る
  

、
 

ブ
フ
タ
ナ
ス
葉
裏
返
し
て
ひ
る
が
え
リ
子
の
少
年
期
駆
け
足
で
過
ぐ
 

赤
 
坂
 

千
賀

子
 

思
い
出
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
下
に
閉
ざ
さ
れ
て
古
里
の
道
を

一
人
歩
め
リ
 

野
 
呂
 
富
 

枝
 

唐
突
に
野
萱
草
の
赤
き
花
映
し
何
と
な
く
今
朝
テ
レ
ビ
親
し
き
 

大
 

沢
 
寿
 
夫
 

●

受
付
期
間
 

平
成
1
2年
1
1月
2
0日
⑧
か
ら
1
2月
2
0
 

日
困
ま
で
 

※
右
記
期
間
以
外
で
も
随
時
受
付
い
た

し
ま
す
。
た
だ
し
、
保
育
所
の
定
員

に
余
裕
が
な
い
場
合
（
期
間
内
の
受

付
で
あ
っ
て
も
）
、入
所
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
 

●

受
付
場
所
 

福
祉
事
務
所
、
各
保
育
園
（
所
）
 

※
申
込
書
は
、
福
祉
事
務
所
、
各
保
育

園
（
所）
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
保
育
園
（
所）
に
よ
っ
て
は
、
 

障
害
児

（
軽度
、
中
度
）
も
入
所
で

き
ま
す
。
 

火災・救急出動概況 
五所川原消防署管内 10月の火災、救急、救助出動件数（単位件 

区 分 火 救 	急 救 	助 
月別 累計 月別 累計 月別 累計 

平成12年 3 28 116 1,070 2 24 
平成11年 1 26 106 1,103 4 26 
比 	較 2 2 10 -33 -2 一2 
※平成12年10月分から救助出動の概況もお知らせいたします
平成12年度統一標語 

火をっけたあなたの責任最後まで 
間い合せ五所川原地区消防事務組合消防本部丑35-2019（内）23番 

11 平成12年11月15日 五所川原市役所 容35-2111 
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かんたん 

手作り 

おやつ⑦ 

五所川原市生活改善推進委員会 

材料（ 4 人分） 

人参 
	

25 g 
長芋 
	

25g 
春菊（葉先のみ） 
	

159 
小麦粉（ふるいにかける） 

	
1009 

バター（溶かしておく） 
	

6g 
a ごま 
	

lOg 
コンソメの素（穎粒） 
	

3g 
一粉チーズ 
	

109 

健 康 木目 談 
・各地区での身も心もさっぱりする健康相談 

◆内 容】心の相談、病気の相談、血圧測定など 

保健婦が相談に応じます。 

◆持参するもの】健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

浅井公民館 11月22日（加 10:30-12:00 
田川集会所 11月27日明） 10:30-12:00 
共栄集会所 11月27日（月） 11:00-12:00 
みなとコミュニテイセンター 12月 1日（金） 10:00-12:00 
下岩崎公民館 12月 1日（金） 13:30-14:30 
中崎集会所 12月 4 日明） 10:30-12:00 
錦町集会所 12月 6 日（水） 9:30-12:00 
コミュニテイセンター中川 12月 6 日（水） 10:30-12:00 

すくすく健診 

◆場 所：働く婦人の家・保健センター（新町バス停前） 

◆受付時間：12時30分から12時45分 

*3歳児健診のみは12時15分から12時30分

◆持参するもの：母子健康手帳、バスタオル 

-~ 対象児 期 日 主な内容 

4 カ月児 

健 	診 

平成12年 

7月生まれ 

12月 5 

因 

日 
・小児科診察 
・神経芽細胞腫検査セッ

ト配布 
・離乳食試食 
・育児情報交換等 

1 	歳 
6 ケ月児 
健 	診 

平成11年 

6月生まれ 

12月26日

因 

・小児科、歯科診察 

・歯科保健指導 

・発達相談等 

3 歳児 

健 	診 

平成 9年 

8月生まれ 

12月21 

困 

日 
・小児科、歯科診察 
・尿検査 
・視聴覚検査 
・発達相談等 
★対象者に個別通知します。 

※お願い 

健診に来られなかった方は、はつらつ女性課までこご

連絡ください。 病気治療中のお子さんは翌月の健診

を受けることができます。 

母と子の相談日 

開 催 日 時 間 内 	容 

12月 6 日（加 ●各月齢での成長、 

12月20日困 10 :00--12 :00 発達、育児、遊び、 

* 20日の午後は電話 13 :00-15 :00 栄養（離乳食等） 

予約となっています。 相談 

献血のiで案内 

期 	日 時 間 場 	所 

12月 7日困 

9:30から 
12:00まで 

五所川原商業高等学校 

13:30から 
15:30まで 

白生会胃腸病院 

野菜ポッキ 

作り方 

①春菊は細かく切る。人参と長芋はすりおろ 

す。 

②ボールに aの材料を入れて混ぜ、①を加え 

てよくこねる。 

③ラップに包んで冷蔵庫で 1 時間程度おく。 

④乾いたまな板に 5mm位の厚さにのばし、ス 

テック状に切る。 

⑤1 70度のオーブンで10分焼く。 

野菜の水分によって

小麦粉の量を調節し、生

地がまな板にくっつかな

い程度のかたさにするこ

とがポイントです。 

	敬子会長ろ  
~ 

ボff ミ白目 	 I午  	離当舞~ ．肇三」西A二~ 	 I主‘， 

月 	日 曜日 医療機関名 所 在 電話 

11月19日 日
  

すわ胃腸科内科クリニック 
五所川原市字
八重菊91-1 38-1133 

11月23日 木
  
（医）済生堂増田病院 

五所川原市字
新町41 34-2727 

11月26日 口
］
  

櫛引クリニック 
五所川原市字
鎌谷町75-1 33-1155 

※1．対応時間（電話で確認）午前 9 時から午後 5 時まで。 

2．その他、消防署（救急医院案内 if 34-4999) で紹介します。 

はつらつ女性課 内線237 
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